
２００６（平成１８）年度私立大学図書館協会西地区部会 

東海地区協議会総会  議事要録  

 

日時：２００６（平成１８）年５月１９日（金）１０時３０分～１５時００分 

場所：中京大学ヤマテホール（センタービル２階） 

出席：３０館 ４５名 

      委任状提出館２０館 

 

議事に先立ち、理事校名城大学附属図書館長（小嶋）ならびに会場校中京大学図書館長

（安村）より開会の挨拶が行われた。続いて理事校名城大学（飼沼）より加盟４９館のう

ち２９館の出席があり、私立大学図書館協会西地区部会東海地区協議会会則第８条第２項

＜総会は、加盟館の過半数の出席をもって成立するものとする。＞の要件を満たしている

ので本総会は成立したとの宣言が行われた。 

 

【議長選出】 

理事校名城大学附属図書館長（小嶋）を議長に選出し、下記の議事を協議した。 

 
【議    事】 
［報告事項］ 
１．２００５（平成１７）年度東海地区協議会事業報告 

理事校名城大学（飼沼）より総会資料（p.7-10）に基づき、昨年度は総会及び３回の

常任幹事会が行われたとの報告があり、常任幹事会での協議事項について説明があった。 
  その中で、理事校名城大学（飼沼）より２００５年度の第２回目の常任幹事会におい

て、事務負担軽減のため、２００６年度以降総会の案内をメールで行いたいとの要望を

提案し、承認に至った旨の報告があった。 

２．２００５（平成１７）年度東海地区協議会研究会事業報告  

前研究会幹事校東海女子大学（児玉）より総会資料（p.11-13）に基づき、運営委員

会ならびに「多様な利用者に向けた大学図書館運営の課題」をテーマとした研究会、お

よび研究集会の活動が行われたとの報告があった。 

 ３．２００５（平成１７）年度東海地区協議会図書館サービス・システム委員会事業報 
告 
図書館サービス・システム委員会委員長校金城学院大学（鈴木）より総会資料（p.14 

-16）に基づき、２００５年度中に行われた活動内容について報告が行われた。なお、

出席者の中から、委員校・委員名がホームページ上に掲載されていないとの指摘があ

り、それを受けて、金城学院大学（鈴木）より、早急に対応したいとの発言があった。 
４．２００５（平成１７）年度東海地区協議会図書館管理・運営実務責任者会議事業報

告 
理事校名城大学（飼沼）より総会資料（p.17）に基づき、２００５年度中に行われた



活動内容について報告が行われた。 
５．２００５（平成１７）年度協会関連事項報告 
１）部会・協会関係および関連団体 

理事校名城大学（飼沼）より総会資料（p.18～22）に基づき、東海地区協議会に

新たに岐阜医療科学大学・岐阜医療技術短期大学が加盟された旨の報告があった。 
  ２）協会賞審査委員会・研究助成委員会 
    協会賞審査委員会委員・研究助成委員会委員長校南山大学（栗山）より総会資料

（p.23）に基づき、協会賞については 3 月 2 日に委員会があり、そこで 2 件の推薦

を決定し、翌日開催された東西合同役員会において承認された旨の報告があった。

併せて研究助成については申請がなかった旨の報告があった。 
    なお、今年度より、永年勤続表彰制度がなくなったので、私大図協の活性化のた

めにそれに代わるものを会長校より各委員会に打診したことを受けて、従来は協会

賞と研究助成は兼務で活動してきたが、今後はそれぞれ独立して活動を行う旨の報

告があった。協会賞については今後応募しやすい環境を作り上げていくこと、また、

研究助成については２００４・５年度の 2 年間申請がなかったので、申請を促す方

策を考えていき、９月に開催される全国総会の場で提案していきたい旨の補足説明

があった。 
  ３）国際図書館協力委員会 

国際図書館協力委員会委員南山大学（西尾）より総会資料（p.24～26）に基づき、

標記委員会の２００５年度の活動について報告が行われた。なお、出席者の中から、

海外派遣研修と海外集合研修とはどこに違いがあるのか教示頂きたい旨の発言があ

り、それに関して西尾氏より回答を頂いた。 
４）協会ホームページ委員会 

西地区部会監事校南山大学（栗山）より総会資料（p.27～30）に基づき、２００

５年度の活動と東海地区協議会ホームページのアクセス状況について報告が行われ

た。なお、出席者の中から、ホームページの中でレファレンス事例集のアクセス件

数が他のものと比べて突出して多いが、最近は更新されていないのであまり役立た

なくなってきたとの意見があった。それに関して、他の出席者の中から、新規の事

例を追加していない旨の掲載をしてはどうかという意見が出され了承された。また、

この問題については、地区での維持には人員の面からも難しいと思われるが、今後

図書館サービス・システム委員会の方で検討していくこととなった。 
５）私立大学図書館協会２００６年度西地区部会総会について 

理事校名城大学（飼沼）より総会資料（p.31）に基づき、２００６年度西地区部会

総会について報告が行われた。なお、今回の館長懇話会においてはテーマが「図書

館職員の配置について」となっている関係で、一般の職員も陪席できる旨の報告が

あった。 



６．その他 
   東海地区図書館協議会理事校南山大学（栗山）より、東海地区大学図書館協議会加

盟大学（愛知・岐阜・三重・静岡）と公共図書館の連携を推進するための東海地区図

書館協議会が発足したが、昨年１１月より正式な相互協力活動が始まった旨の報告が

あった。 
       
［審議事項］ 
１．２００５（平成１７）年度東海地区協議会決算（案）および監査報告 

理事校名城大学（飼沼）より総会資料（p.35）に基づき、標記決算案について説明

が行われた。その中で、図書館サービス・システム委員会において８、２７３円、図

書館管理・運営実務責任者会議において会場の変更により１８、８４３円、今年度は

２回全国へ「館灯」を発送したことにより、「館灯」刊行費において１２７、２９８円

それぞれ予算超過となった旨報告がなされた。併せて総会資料（p.36～38）に基づき

研究会、図書館サービス・システム委員会、図書館管理・運営実務責任者会議の決算

案について説明が行われた。引き続き、監事校南山大学（栗山）より総会資料（p.39）

に基づき決算案について４月２４日に会計監査を行い、適正であると認められたとの

報告があり、決算案は承認された。なお、出席者の中から、超過分については科目の

中の標記を不足金と記した方が適切ではないかとの指摘があり、今後検討することに

なった。 

２．２００６（平成１８）年度東海地区協議会役員校および委員校（案） 

理事校名城大学（飼沼）より総会資料（p.40）に基づき、２００６年度の役員校およ

び委員校について説明があり、承認された。 

３．２００６（平成１８）年度東海地区協議会事業計画（案） 

理事校名城大学（飼沼）より総会資料（p.41）に基づき、標記計画のとおり実施する

との説明があり、承認された。 

４．２００６（平成１８）年度東海地区協議会予算（案） 

理事校名城大学（飼沼）より総会資料（p.42～44）に基づき、説明があり、承認され

た。 

なお、理事校名城大学（飼沼）より次のような補足説明があった。 

・ 収入については２００６年度から地区研究会交付金が１校につき千円上がったが、

加盟会費が前年度比２千円減、広告掲載費が前年度比８万円減となった。  

・ 支出については会議費を４万円から３万円に、研究会支援費を開催回数の減少により 

３０万円からに２８万円に、開催会場をルブラ王山に戻すことにより図書館管理・運

営実務責任者会議支援費を１２万円から１０万円に、「館灯」刊行費を今年度より「館

灯」の全国への発送を取りやめたため、９０万円から７７万円万円に減額した。一方、

図書館サービス・システム委員会の予算額を今年度は研修会開催等により、２０万円



から２８万円に増額した。 

・ 今年度より「館灯」の全国発送をしないことにより、広告掲載料収入が今後益々減

額されていくと予想されるので危機感を持っている。 

  以上の点を踏まえて今年度は厳しい予算案となった旨の発言があった。 

５．２００６（平成１８）年度東海地区協議会研究会事業計画ならびに予算（案） 

研究会幹事校中部大学（川勝）より総会資料（p.45～46）に基づき、「情報発信の場と

しての図書館を考える：図書館の広報戦略」をテーマにした活動と予算案について説明

があり、承認された。 

６．２００６（平成１８）年度東海地区協議会図書館サービス・システム委員会事業計画 

ならびに予算(案) 

図書館サービス・システム委員会委員長校金城学院大学（鈴木）より総会資料（p.47 

～48）に基づき、事業計画と予算案について説明があり承認された。なお、総会出席者

から図書館サービス・システム委員会で毎年実施しているアンケート内容の件について

質問が出され、それに関して鈴木氏より回答を頂いた。 

なお、今年度の研修会の開催を１０月１９日（木）～２０日（金）の両日伊勢の神宮

会館で行う旨の報告があった。 

７．２００６（平成１８）東海地区協議会図書館管理・運営実務責任者会議事業計画なら

びに予算（案） 

理事校名城大学（飼沼）より総会資料（p.49）に基づき、事業計画と予算案について

説明があり承認された。その中で今年は開催を１回とし、１２月にルブラ王山で開催す

ることと、グループ討議の時間を昨年より長くして活発な議論の場としたい旨の発言が

あった。 

８．２００６（平成１８）年度以降の東海地区協議会役員校および私立大学図書館協会理 

事校・当番校について 

理事校名城大学（飼沼）より総会資料（p.50～51）に基づき、２０１１年度以降の東 

海地区協議会理事校のローテーションの確認がなされ承認された。また、２０１０年に 

 西地区部会の研究会当番校、また、２０１３～１４年にかけて西地区部会の会長校がロ 

ーテションで東海地区に回ってくるので順次決めていく必要がある旨の発言があった。 

９．その他 

  ・ 他大学の館長と懇談する場がないので、そのような機会をどこかで設けて欲しい

旨の要望が出され、今後常任幹事会で検討していくこととなった。 

・ メーリングリストの使用を明確化し、特定な事項で使用する場合には理事校に連

絡をし、打診をとることが確認された。 

 

理事校名城大学（飼沼）より下記の報告があった。 

・ 東海地区大学図書館協議会総会・研究集会が名城大学において７月７日（金）に



行われるので、多数の方々の参加を望んでいる旨の報告があった。 

・ 今年度の加盟会費が２００５年５月１日時点での学生数で算出された点と来年度

の加盟会費を決める基となる今年度の５月１日時点での学生数の報告依頼の説明が

行われた。 

 

                                                                         以  上 

        


